






















(2)調査日時 ・方法 平成 25年 5月 12日(日) 9:30-13:30 対面聞きとり方式










男性 女性 イ~ I~'J 総計一 男性 /'cl主 不明 総百|
10歳代 l 10歳代 0見 Iqh 0見 1% 
20歳代 5 4 9 20歳代 5% ら% 0弘 5% 
30歳代 5 6 1 1 30歳代 5% 9% 0% 7% 
10歳代 14 12 26 40歳代 14% 18弘 0弘 16九
50歳代 26 20 !J7 50歳代 26見 30九 100見 28九
60歳代 35 15 50 60歳代 35% 22九 0% 30九
70歳以上 14 9 23 70歳以上 14弘 13弘 0% 11児
7ψ卜ノ心ト 三日f 99 67 し一土[ 167 総計 100九 100% 100九 100% 








栃木県 14 8 ~も
群馬県 20 12~も
埼玉県 73 44出





















さいたま市 (し、ずれも 10サンフ。ル)，春日部市，越谷市(し、ずれも 7サンフ。ル)の順となってお
り，その他は4サンフ。ノレ以下(構成比率 2%に相当)であった.
次に，図 1に館林までのアクセス距離の累積構成比率を示す. なお， 距離の算出には， 居住地
の市区町村役所と館林市役所との直線距離を緯度経度情報から推定した.図 1より ，30km圏内







代表交通手段 サンフ。/レ数 構成比率 居住地 サンフ。ル数 鉄道選択率
①自動車 133 80九 さいたま市 4 40出
②鉄道 19 11九 春 H部市 2 29% 
③路線ハマス l 1% 越谷市 2 29% 
④貸切パス等 7 4見 一郷市 2 67% 
⑤自転車 3 2% 
@自動二輪 l九
⑦徒歩 3 2% 
」一一 総計 167 100% 

















①白 ③おlと ④3世 ⑤友 @家族 ⑦各種
分一人
②犬9-，j'j f に ~Ui矢 人・知1 と友人 卜1休 ⑨不明 合計人 知人
10歳代 0% 。% 100% 0九 0首 。% 。% 0% 100出
20aJi: {t 。% 。% 33% 。% 33% 33拡 0% 0出 100弘
30歳代 9出 0出 36% 9% 27% 18% 0首 0弛 100出
ど10歳代 19出 27% 31% 4% 4出 12% 1% 0弛 100弘
50歳代 4弘 45出 13% 6喝 17吋 6% 6% 2% 100出
60歳代 2見 44目 16% 4九 10% 16% 8% 0拡 100% 
70歳以上 9% 43目 13拡 。% 1% 17% 13叫 0% 100% 
総計 7% 36国 20% J刊b 13% H% 7弘 1% 100% 
表 5は，年齢階層別の同行者構成比率を示したものである.構成比率が 20%を超えるセルを灰













高い それに対して，ザ ・トレジャーガーデンは 40サンフ。/レ(42%)が単独立寄りであり，魅力が
高いことや一部，団体客の立寄り率の高さが考えられる.また，隣接する茂林寺とザ ・トレジャ
ーガーデンをいずれも立寄るのが 50サンフ。ノレにのぼり約半数を占めることがわかる. これよ り，
岡地域を一体的に利用している割合が高く，茂林寺沼周辺の整備によって更なる利便性，満足度
向上につながることが考えられる.





表 6 館林市への再訪意向の回答分布(左:サンフ。ル数， 右 :構成比率)
2 3 4 5 6 7 総百| 2 3 4 5 6 7 総言1
総言| 3 4 2LI 35 71 25 167 2弘 I 2唱 l首 014出 []22% E盈t鳴 D15% 100% 
ソj性 3 4 13 17 47 14 99 3拍 I 4唱 1% D 13% 日17唱 m 協 目14拍 100見
ム一位 11 19 25 11 67 0% 0弘 0百 日16% E128% [39弘 日15% 100弘
不IJ月 0覧 0覧 0覧 0覧 0覧 ~ 0% 100略
10):，近代 0拡 0弘 0払 0% E函E 0% 0% 100% 
201，]近代 2 3 4 9 0% 0唱 。% 日22%日3略 ffi弛 0% 100弛
30#長代 2 8 11 。悌 0時 0拡 0見 日18略 m 弘 ~ 9叫 100略
1.0政代 4 6 9 6 26 0略 0地 I 1% 015% む23弘 05出 日23% 100出
50歳代 2 7 1 23 3 17 2% I 1[叫 0叫 015拡日23判ru唱 I 5叫 100% 
501:，!主代 2 1 日 17 10 50 2出 I 1% 。% D22% 日18明 口4略 日20唱 100出
70絞り、|二 4 13 5 23 4出 0首 0唱 。首 自17唱 m % l22% 100% 
決減県 2 5 4 2 1(1 7% 。% 。% 日H む6時 む9弛 014唱 100% 
栃木県 3 3 6 14 0'.品 ~ 7帖 0明 021% 日21%ロ3% ~ 7% 100% 
jn ，l;!~iJiJ， l 2 2 13 2 20 5判 。% 0出 010% 。10唱 []E弘 日10覧 100% 
.1:i¥i玉県 2 9 17 31 13 73 0% I 3% 1% 。12% 日23% 日2叫 []18弛 100出
T 葉県 3 10 2 17 0世 I 6% 0叫 I 6% 目18唱 [5]% o 12叫 100出
東)f;布1 5 2 9 4 21 5明 0% 0拍 Oz4% H 10弛 日3% 019覧 100出
神奈川県 2 4 0唱 0% 0覧 [lz5% rn拡 0覧 Oz5弘 100弛
静|品lリiL 2 0% 0% 0世 [5])% 。% E画出 0出 100明
不 I~ I 2 2 。拡 。% 。% 。% 区函il。% 0首 100明
1'1分ひとり 4 6 1 0拍 0% 0唱 。% ロ6弛 m 出 ~ 9% 100叫
);:lj~， 2 2 8 13 27 8 60 :3% I 3% 。% 日13% 日22弛 UJ日 日13叫 100唱
i犯と子 4 6 15 7 33 0叫 I 3% 0拡 o 12唱 日18%主E同 日21首 100% 
3U卜代 4 7 。% 0出 0弛 D 14唱 日H% [5jj'国日1/1 100吋
広人 ・知l人 5 8 7 21 5% 0% 。% Oz4% 日8叩 0 3略 0% 100% 
'不l品iと友人 3 2 11 6 23 0% I 1[% 。% 日13拡 ~ 9弛 E盈%日25弛 100% 
?宇佐同体 3 4 2 11 。% 0叫 ~ 9% [Q7% H 9% 0 5叫日18拡 100% 
不明 0% 0叫 0目 。% 区面回 0判 0出 100% 
7段階評価 (1:全く再訪したくない，2:再訪したくない， 3:あまり再訪したくない， 4:どちらと











アンケート調査から，来訪者の実態をみると，年齢階層では， 60歳代， 50歳代が約 30%ずつ
を占め，高齢者が多い結果となった.また，居住地では，埼玉県からの来訪者が 44%と最も高く ，
続いて東京都，群馬県，千葉県の比率が高いことがわかった.さらに，代表利用交通手段では，
自動車の選択率が 80%で最も高く ，鉄道， 貸切パスとつづいた.そして，同行者をみると， 10 





が高い.それに対して 3 ザ ・卜レジャーガーデンは 40サンフ。/レ(42%)が単独立寄りであり，魅力
が高いこ とや一部，団体客の立寄り率の高さが考えられる.また，隣接する茂林寺とザ・トレジ
ャーガーデンをいずれも立寄るのが 50サンプルにのぼり約半数を占めることがわかる.これより，
両地域を一体的に利用している割合が高く，茂林寺沼周辺の整備によって更なる利便性，満足度
向上につながることが考えられる
再訪意向(7段階評価)では，どちらともいえない (4点)，出来れば再訪したい (5点)が全
体の 113を占めているため改善が必要と考えられること， 40歳代以上で評価が良好であること，
同行者における友人・知人， 各種団体で評価が高くないことが明らかとなった.これらのサンプ
ルの評価を改善するのか，他の属性区分の評価をさらに高める必要があるのか，さらなる検討が
必要と考えられる.
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